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＜ 主な内容 ＞ ( 数字はページ数 ) 
＊口絵 完成近き母校 ＊卒業生指導講習会について 学校長(2) 
＊旧教官消息(10) ＊卒業生消息(33) ＊母校概況(4) 
＊創立５０周年記念事業について(5) ＊県内消息(4)  
＊専攻科教室、寄宿舎だより(6) ＊会務・会計報告 役員名簿 
編集後記(8) ＊卒業生・在校生名簿(74) ＊会則(4) 

 
 巻頭言は、卒業生指導者講習会の開催に関する学校長挨

拶。「名付けて卒業生講習会といふ。（中略）其趣旨の存する

所は決して、そんな単純なものではない」で始まり、並々な

らぬ熱意が読み取れる。「県下の小学校に奉職中の卒業生に

対して、母校が絶えず若干の指導をすることは、師範学校の

性質から見て最も必要なことである」が、「一般教育の職能

の上に情誼を温めるという真実の教育を今少し力強く発揮

するような方面の相談をして見たい」と。毎年春秋二期（五

月・十月）卒業後満十年経過した卒業生を順次召集する計画。

「形式的な訓話や訓辞

でなく、要は各々が活

教育十年の感を持ち寄

って、互いに語り合う

談笑の間に切磋琢磨の機会を得られることと、久しぶりに

母校の空気にふれて（中略）諸君の活動の天地に聊かたり

とも、新興の気分を添えられること」を期待し、「私は此の

会の盛衰は、実に母校教育の盛衰にまで至大の関係を有す

るものであると信じている。どうか母校を愛してください。

そして母校を中心としての諸君の活動に意義あらせてくだ

さい。これが本会を開催する根本の趣旨であります」と結

ぶ。「十年講習」の始まりである。初回の次第と感想も載っ

ている。 

「友松」の変遷 



完 成 近 い 母 校（昭和２年）{現 付属鎌倉小・中学校の場所} 

 
専攻科生徒は「師範の震災後の復興は実に目覚ましい

ものだ。千人から千五百人も入るという大講堂も着々と

其の工事が進んでいる。来春は早々使用の運びになるら

しい。其の他特別教室は本館の後に最早堂々たる骨を見

せている。流石に日本一の校舎になろう。来年桜の咲く

頃は、改築竣工披露兼創立五十周年記念の大々的祝典が

あるそうだ。もう一年遅れて入学してくればよかったの

にと思っている」と喜びを語っている。 
竣工年度は、本館及び柔剣道場が大正１４年、寄宿舎、

炊事場、銃器庫、付属小学校が大正１５年。師範学校の

生徒数は、専攻科４１名、５年７８名、４年７７名、３

年７８名、２年７２名、１年７９名、二部８１名で、各

学級。現在と比べると羨ましい教育環境である。 
会務報告によると、創立五十周年祝賀会に関する記念事業として、総会、慰霊祭、母校職員

勤続者への記念品贈呈、記念会館設立、友松会誌記念号

発行が決定されている。 
前年が該当年であったが、改築工事中のため、翌年昭

和３年の竣工を期し、落成式を兼ねて大々的に記念式並

びに祝賀会を挙行することに延期されたとある。記念事

業にある友松会館の新築設計図が載っている。予算額は

壱万円で、母校に隣接して地代無料の敷地を選定すべく

苦心していたこともうかがえる。 


